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恒 例 の Ｒ Ｋ Ｋ フ ェ ス テ ィ バ ル 開 催 ！

１１月２３日（祝 日）、かながわ 県民センターに

てＲＫＫ フェスティバ ル２０１８が開 かれ、８０人

を上回 る参 加者を得て 、無事、盛況に終 えました。

この一 大イベントは 、午 前に第１４ 回ＲＫＫ日本

語スピー チ大会を、そし て午後に第６ 回ＲＫＫ文化

祭を開 催したオールＲＫ Ｋの全員参加 型イベントで

す。日本 語スピーチ大会 には、５ヶ国の 出身地から

７人の留 学生が出場され 、自分で決め たテーマで、

自分の思 いを語りまし た。今年はスピー チの前に留

学生の チュ ーターが紹介 され、それぞれ のチュータ

ーからご挨 拶そして支援 の感想もいただき ました。

恒例の 山田先生の講評 は発表者一人一人 のスピーチ

を的確に レビューされ 、わかりやすくま とめてくれ

ました 。本スピーチ大会 は学習者とデュー ターが、

一緒に日 本語学習をし た努力の成果発表 会でした。

文化祭で は会員の作品で ある写真、絵画 、書が展

示され 、日 本文化の茶道 、書道、囲碁 、将棋、伝統

遊戯、 そして似顔絵な どのワークショッ プを設け。

今年は あらたに川柳と風呂 敷遊びが加わ りました。

海外文 化の紹介では、 インドネシア、 ベトナム、口

シアから の留学生が映 像を使ってお国 自慢 を披露し

てくれま した。文化祭 は、留学生と日本 人にとって

の異文化理解の場で

あり、また趣味・特

技を通じて輪を広げ、

絆を深めていく絶好
の機会となりました。

(萩原　記)

？ ｈ ｅ Ａ ｎ ｎ ｕ ａｌ Ｒ Ｋ Ｋ Ｆ ｅ ｓti ｖa1 2018 ！

Ｔ ｈｅ Ｒ Ｋ Ｋ Ｆ ｅsli ｖa1 2018 ｗ ａs he 】d at Ｋ ａ ｎａ ｇａ ｗ ａ Ｋ ｅ ｎ ｍ ｉｎ

Ｃ ｅ ｎt ｅr ｏｎ Ｎ ｏｖ. 23rd.11 ｗ ａｓ ａ ｖe ｒy ｓｕcce ｓsf1 』】e ｖent ｗilh

o ｖer80participanls･

Ｔ ｈｃ s ｅｖ ｃｎ ｉｎｌｃｒｎ ａｌｉｏｎ ａｌ st ｕdcnts fiom fi ｖe co ｕnlries

ｃｎt ｅr ｃｄ ｌｈ ｅ Ｊａｐ ａ ｎｅs ｅ s ｐ ｃｃ ｃｈ ｃ ｏｎt ｅsl in lhe momi Πg and

sｐ ｏｋ ｅ ａｂ ｏ ｕl their lho ｕghts ｏ ｎ the lhemes decided by

thems ｅ 】ｖｅs. Ｔ ｋ ｉr t ｕt ｏr ｓ ｗ ｅr ｅ ｉｎtrod ｕced before their

speeches this y ｅａr, and each l ｕt ｏr grceled and r ｃ ｍ ａrked

on lhcir s ｕppo ｒl. Ｍr. Ｙ ａ ｍ ａ ｄａ rc ｖic ｗcd cach s ｐ ｃｃ ｃｈ
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ln the c ｕlt ｕral fistj ｖ ａ 】in the aft ｅ ｍ ０ ０ ｎ ， pict ｕr ｅs ，

paintings and calligraphy by Ｒ Ｋ Ｋ ｍ ｃ ｍ ｂ ｃrs ｗcrc

displayed.Parlicipallt ｓ ｃ 可 ｏyed ｖ ａrio ｕs ｗ ｏrk ｓhop ｓ ｏ ｆ
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※The pholo alb ｕ ｍ ｏｆ ｌｈ ｅ Ｒ Ｋ Ｋ Ｆｅsli ｖa1 2018 and lhe

drans oflhc s ｐ ｃｅｃｈ ｃｏ ｎｌｃsl ar ｃ ｐ ｏslcd oll lhc RKK
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だい　　 かいに ほんごｓｐｅｅｃｈたいかい　 かいさい
第 １ ４ 回 日 本 語 ス ピ ー チ 大 会 の 開 催

このたびの第 １４回rl 卜く卜く日 本語スピーチ 大会-Ｃは、T 裳の とおり７父。 螢翠 笙 混 箇洽 ｈ らヽＳ本

謳のスピーｆ を1 くｘとが・ーきました。χビーカーはi 省i 、Mi　　 ミ 。－･

哭學、また、M 雖留学生、ＪＩｃＡ留学生と罪MI こ蜀i･ｅした。そ

い:Eﾖ 本語・
ｗ Ｗ
ｌＸも蓬いもあり。彼らがＳ本語を鮭帑､涌

ｗ
Ｕ

ていることに懲芯しました。スピーチの碕§には、留学生に簡芯が

高い安 逞・継敲該もあり、内容もy 壽-ＣＵた。孚１こφ二・方４ｶヽ

ら・ 曹菖誕陥もＸピーｆ。認し４ を稽S しました。そしｔ、4嫉・

ＲＫＫにおける留学生への日本語支旨についても考えるよい機会にもなりました。（布津 記）

り(, く日本語スピーチ大会y ㎡ﾀ ﾂﾞ公
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雪への憧れ
チームワークと思いやり

持って帰りたい思いやり

初めての日本での１年半
日本での就活

日本企業に就職して
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慶応義塾大学（」ICA留学生）
横浜国立大学（交換留学生）

横浜国立大学（交換留学生）
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ぷんかさい　 かいさい第 ６ 回 文 化 祭 が 開 催 さ れ ま し た

１１月23EI 、桓裂・ 文化祭がおよそｌ ｏｏ
ｘ 。絹 屁

を由ｔ 蓋

哭lｘ開催されまｕ た。１ 本人岑賞 によるIsIくの経 箇、¥ 翼の筰 詰に

茄 え、￥ 牟も謐鸞 疆 さ４ 絵・・ 作品 が窟省 され。ま た鮫たに讐迢

作品』 陥1 も出 展され参加者・a をi しまｔｌ- くれました。笙け 稚

碩41 よ雀ｉ を21 輩やヵヽ なも・１４ ｔ くれま1. た。うこ と､り お 夕

はij1 、昶縦、 狛l 、絵画、書 道、iaM 鮎１ Ｍｉ 巍と; 匈 ｉ ￥j

－ に會み、茶道･ｃは114 しいj5 垂 孚をii わいな がらお茶を楽しみ 、

書 道 で は
ｃ ぷん　s' ま　 あて　　　 かんλ　 か　　 １　　　　　　 せんｆい　 り んが　　　　 すい いが　 え Ｉ
自 分 の1

箭
に 当 て は ま る 漢 ｆ を

錘
し て
垂
き ， 絵 画 で は 先 生 の 原 画 を も と に 水

彰
画 を
麺
き ， 伝 統

遊 戯･・ は 日 本 の 盲 ・ 孚
鴇
た ち ・l ぴ を 楽 し み ま し た 。 今 年 は 新 た14

筥
責1の
客 糧 召

み
哭

，

紅i
お も ち ゃ

な ど もj6 さ れ ま し た
。 い つ も

ｙSa
・ 似 顔 絵 は 今 年 も

哭 勤)
人
司 虻 審4

ち ・
飢
ヽ
詞
がｰ・ き ま し た 。

留 学 生 に と つ-ｒ は 日 本 ・
槌 緩 知iIJ

る こ と がｰ・ き ，ii
遍
な
拓 敲
を 楽 し ４ だ こ と と

凱
まヽ す 。 お1

自 省

かい　　 ｜
・ ｄｇ ｎｌｌ ｉｌ　　　　　　　 ｖｉ●ｌ ｎｕ・　　　　　　 Ｎ･ｌｓｉｌ Ｐｊ ｌｌ ゛Ｐ °Ｉ" １

介 で は イ ン ド ネ シ ア の ラ テ ィ さ ん ， ベ ト ナ ム の フ ィ さ ん ， ロ シ ア の エ カ テ リ ー ナ さ ん が パ ワ ー ポ イ ン ト

つか　　　　　 うっく　(1 ご　･I　L ようかい　　　　　　　　　 ぶ んか ｆ ●・ ｜ ｌ ｙこ'ljゆう　 ｒ ｅ ｕ ｐ と くや き
を 使 っ て そ れ ぞ れ 美 し い 国 。 街 を 紹 介 し て く れ ま し た 。( 文 化･ フ ァ ミ リ ー

灸
流
タ
ル ー プ 徳 屋 記)

Ｒ Ｋ Ｋ ６th CUlt Ｕ ｒｅ Ｅ ＸＣｈ ａｎ ｇｅ

Ｃ ｕltｕrｅ Ｅｘｃｈａｎｇｅ ｗａs held on 23rd/ Ｎ ｏｖ. ａt Ｋ ａｎａｇａｗａ Ｋ ｅｎｍ ｉｎ Ｃ ｅｎtｅr ｗith some 100 parljcipants. Ｍ ａｎy

ｗ ｏrks of Phot ０, Painting,Calligraphy ａｎｄ Ｓｅｎrｙl』(Ｃｏ ｍｉｃ Ｈａｉｋｕ) ｗ ｅre eχhibiled.Japanes ｅ tradilion like lgo ，

Shogi, Ｔｅａ ｃｅrｅｍ ｏｎy,Calligraphy ｗere perfbmled. We als ｏ ｅＩＵｏyed ｗ ｏrkshop of Painting,japanese lr ａｄｉｌｉｏｎａｌ

ｇａｍ ｃ， F ｕrｏshiki Play ctc. Ｍyｃ sｕppos ｅ ｉｎtcnlatｉｏｎａｌ stｕｄｅｎts co ｕld cnjoy Ｊａｐａｎｃsｃ tradilional c ｕllｕrｃ. Miss

Ｒａtih De ｗｉ Ａｌａｍ ｆｉｏｍ ｌｎｄｏｎｅsia， Ｍr Ng ｕyｅｎ Ｑ ｕａｎｇ Ｈ ｕy ｆｉｏ ｍ Ｖｉｅtｎａｍ ， Miss Ｅｋａtｅrｉｎａ Ｅrｅｍ ｅｅｖａ ｆｉｏ ｍ

Ｒｕssia inlrod ｕced lheir ｂｅａｕtinll home co ｕnlries ｕsing po ｗer poinl.( Ｔ ｏｋｕyａ)
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日 本 で の 就 活

Ｎｇｕyｅｎ Ｐｈａｍ Ｑｕａｎｇ Ｖｕ （ベ トナム ）横 浜国立 大学 大学院

鬘語で博士ま で、日本に 留 学し ている学生にと っては日本での 就活は非

豪 に難しいことが 分かりました。 しかし、自分の 経験から、次の ３つのこ

とを理 解しておくこと は大事だと思い ます。

a●Ichll　 いちll&?゙い
ｃ　　　　　 たと　　　　　　　　　　 せかい

まず 、マッチンタ は一番大事なこと です。例えば 、日本だけでは なく世界

ぷ のプロジェ ツク トをしｒ いる会妊 なら外国人を 積 極的 に募集する可 能冦

が昌い です。知り合い と外国人の就活 を応鎚する会 社からこのよ うな貴蜃な

後 報 をもらうべ きだと思います 。次は、少なく ても日本語 能 力試 験Ｎ２を合格す ることは必要で す。

日本語がヱ¥､ 二なると・ 本人（7）背4 とうまく44 が-ｅきるし、 おＷ さんと釜 誌もｔ きるから-ｅす。

いが　　 「tんぎゅう　　　　 まい¦こち　　　じかん　　　　　　 ぺんきょうですから、4ぞ しくても 研 究し ながら、毎日 １か２時間 ぐらい 日本語を 勉 強す ることは大事で す。自分

・ 緋4 宣 劣も訟 鬘ｔ す。釜妬 二とっ循 脇 がIねぼ しｔ いる拍６ 知識は役､二五 万ぱ勧 二立つli ど合格し

やすくなります。 企業に関する テーマなら実鱗 の往事に関する テーマで関心も 高く楽しいと思 います。

‾ら　 い　　　 かんか　　う元　え’ 「もう　　　　　　　　 しっ¦まい　　　　　 せいこうですから、研究テ ーマをi ぶ隙 にもよく 考 えた 上で誕んだ方 がいいと思います 。失敗するの は次の成功

の鉉祓になるの で失敗を惑れず　 に次の祓岑を 掠したら、きっ といつか成功が 条るはずです。

（原文のまま）

かぞく　 いっしょ　 にほんこうくろ　 こうじょう　 けんがく
家 族 と 一 緒 に 日 本 航 空 の 工 場 を 見 学

黄 暁霖 （中 国）横 浜国 立大学 大学院

大学 院の 勉 強 が終 わった 後、 最後 の夏休み に、 家族と 一緒 に日本 航空 の工場 見学 に参加 し、楽 し

そら　たぴ　　たいけ㎏い“空 の旅 ”の体 験がで きま した。

ないよう　　　 み7　　 わ　　　　　　　　 こうくうをようし
っ　こうざ　てんし●ｒ・卜　　　　 かくのうこ

見学 内容 は次の 三つに 分か れてい ま した：航 空 教 室 の講座 、展示 エリ アの見 学、 格納庫 の見学 。

ｓｔｕｆｆ　　　　 うんえい　くうこう　し寸っ　 ひこうき　こうぞう　　　 さまざま　がぞう
航空教 室で は、ＪＡＬ の スタッ フが ＪＡＬの 運営 、空港 の施設 、飛 行機 の構造 など、 様々 な画像 によ

って説 明し てくだ さいま した 。普段 は旅 をする 時、 よく飛 行機 を利用 してい ます が、空 港の 滑走路

の数と 方向 や飛行 機の重 さと 飛行 の原理 などは 詳し く知 りませ んでした 。今 回の 講座に よって 、フ

fllght　　　　　 ちしき　 ふ　　　　　　 たい　　　　　　 きょうみ　も　　　　　　　 じゅうじ
っ　　　　　 お

ライ トにつ いての 知識 が増 え、飛行 機に 対して ます ます興 味を持 って きま した。 充 実 した 講座が 終

おもしろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 てぃきょう
わった あと 。面白 い展示 エリ アを見 学 しました 。展示 エ リアでは ＪＡＬ グル ープ が提 供 してい る

servIce　　　　　　　　　　　pllot　 きゃくし
っにょうむいん　かもっ　　　　　 こうくうせいぴし　いっ

サ ービ スに よって 、空港 ス タッフ 、パイ ロッ ト、 客 室 乗務員 、貨物 スタ ッフ、 航空 整備士 の五 つの

エリア に分 け、見 学者が ス タッフた ちの 実際の 仕事 環 境 を見 なが ら見学 できる よう に配置 してい ま

した。 展示 エリア の見学 の次 は、一 番わ くわ くする本 格的 な格納 庫の 見学で した 。格納 庫とい うの

きたいせいぴ　　　　　　 「
でしよ　　　　　　 ひろ　　　　 「まい　　 め　 まえ　　　 ●ｅｔｅ「

は、ＪＡＬ の 機体整 備が行 われ ている 場所 です。ＪＡＬ の 広い 格納庫 へ入 り、 目の前 に６０ メー トル

いじょう　　　 ８○
ｅｉ 肖息　　　　 ちゅうき　　　　　　　　　　　　 きんきょり　　　　　 かんさっ　　　　　 はじ

以上 もある ボーイ ング フフ フが駐機 して いま した。 このよ うに近 距離 で飛行 機を 観察す るこ とは初

め て なので 、と ても興 奮 してい ました 。ＪＡＬ のス タッフ は目 の前 にある 本物 の飛 行機 を見せ なが ら、

てんけん　せいび　さぎょう （わ　　 せつめい飛行機 の点 検と整 備の作 業を 詳し く説明 して くださ いま した。

こんかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちしき　まな　　　　　　　　　　　　　　 じよう
今回 の日 本航空 工場見 学に よって 、飛 行機に つい ての知 識を学 ぶこ とがで きる だけで はな く、 乗

客 に安全 で快適 な空 の旅 を保証 するた めに 、さま ざま な空港 スタ ッフが 努力 してい ること もわか り
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あんＬん　　　 まんぞく　　 とと　　 せかいい ちひん
Ｌつ　 たか　 こうくう　　　　　 てい●よう

ま し た 。 そ れ に 、 お 客 さ ん に 「 安 心 」 と 「 満 足 」 を 届 け 、 世 界 一 品 質 の 高 い 航 空 サ ー ビ ス を 提 供 す

め ざ　　　　 にうぽん
ききょう　 す ぱ　　　　 かん　　　　　　　 母４とぅ

る よ う に 目 指 し て い る 日 本 企 業 の 素 晴 ら し さ も 感 じ て い ま し た 。 本 当 に 楽 し い 見 学 で し た ！

（ 原 文 の ま ま ）
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日本語支援を始めて

西地区 小島 明子

私は日本語支援を始めて三年目となりました。当初は「先生」と呼ばれ

るのに気恥ずかしさを感じましたが、だいぶ慣れて来ました。

今は中国からの留学生を担当しています。私は何度か中国へ旅行に行き、

中国人との交流もあって、留学生には親しみを感じています。これもご縁

というものでしょうか？

留学生は日本での就職を希望しています。就活に向けて日本語の記事の

紹介と内容の説明、留学生が書いた文章の添削をしています。日本語会話
-' 心　　　 ¬･I ･̃ ゛IミI °～WlWlg ●喝四・－■㎜四W ●-〃-㎜-〃●･l-I●●－ W －－ W` ●U －'I -二－M一一

力を高めるため に話す機会を 多く持ち、また。 どんなことを留 学生が求めてい るのかを理解す るように

努めています。会 話の中でふさ わしい言葉の使 い方も学べます。

お互いのコミュ ニケーションが 交流の軸となる ので、会話を大切 にしています。 一対一の日本語 支援は

ＲＫＫならでは の良い点だとつ くづく思います。 日本語支援を通 して私も学ぶ ことができるの は素喘し

いことです。留 学生の育った文 化、環境を受け止 め、他国をよ り良く理解した いと思っていま す。同時

に日本の文化も 伝えたいと思い ます。私の考え を押し付けるこ とはせずに、留学 生の考え方を尊 重し

て、持っている 力を伸ばせるよ う支援が出来た らと思います。 せっかく数ある国 の中で日本に 来て学ん

でいるのですか ら、日本で住み 心地が良い生活 体験がたくさん 出来、日本を理 解して好きにな ってほし

いと願っていま す。

２０１９年に ＲＫＫは創立２ ０周年を迎えま す。これからの国 際社会の中。 いろいろな国か らの留学

生が多数、日本 に来て．ＲＫＫ を通じてお互い の文化交流がで き、相互の国の 理解が深まるよ うにでき

た ら嬉しく思い ます。

「日 本 語 学 習者･ 支 援 者の た め の 集 い 」 にお け るＲ Ｋ Ｋ 活 動 紹介

（“あ一すぷらざ”にて）

日本語支援グループ　岩瀬 暢男

ＲＫＫ“語り合い”の場として利用している“あ一すぷらざ”の表記イベントが２０１８年１０月
１４日（日）に開 催され、ＲＫ Ｋはポスターセ ッションの部（８ 団

体 ）で活動の紹 介をしました。

「資格は必要 ですか？」、「 資料は何を使うの ですか？」な どの 質

問 が出され、ブ ースを訪ねて来 られた５人の方に は大変興味を 抱いて

頂 き、今後の活躍 が楽しみと感じ ました。同じポ スター会場で開 催さ

れ たワークショッ プの部でぱ こ とぱのテーブ ル教材集”との講 演も

あり、“１０秒映 画”や“俳句 をよもう”などの アイディアに 富んだ

方法を取り入れ ての 学習法の紹 介など、ＲＫＫの ”語り合い”の 進め

方にも役立ちそ うで新鮮な情報に 接することが できました。
- １”畠
．- ｆＪ　 〃 ｌ’ ．～（

J

浅井 春夫（西区）、大竹 千子（金沢区）、関 廣治（鎌倉市）、明星 圭介（港北区）、

小菅 正人（港北区）、渡辺 道子（鶴見区）、立木 左絵（西区） （敬称略）
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[亘召 Ξ画]

……。こ1ご: 言ﾆ ﾂﾞ 匹 グJ，一 一
月７日から１１ 月１８日まで、 全５回にわたっ て、日本語の教 え

方講習会を開催 いたしました。

私共とボランテ ィアで外国人に 日本語を教え 、“その交流を 通

じ て異文化を学 んでみませんか’≒ さらに、経験 者の方々には 、

“これ を機会に レベル アップ をしませ んか ’≒ と 呼び掛け ました 。

ま た入会 希望者 には留 学生の紹 介等の キャ ンペーン を行い ました 。

その結果、受講 者３７人（会 員８人、一般２９ 人）がこの講 習

会に参加いただきました。薄井先生と受講者との授某は活発な質疑応答もあり、受講者の皆様の日本語

教育への目的意識、向学心の高さに感心いたしました。

講習会の修了後には６人の方が留学生との交流を希望され、チューターとして入会していただきまし

た。すでに入会された方々には約束のとおり、留学生とのマッチングを行いました。

新し＜入会いただいた方々のＲＫＫにおける今後のご活躍を期待します。

「第 ２３ 回 日 本 語の 教 え 方 講 習 会 」 受講 感 想 記

南地区　大竹 千子

１０年ほど前から在日外国人に日本語をお教えしており、その間、機会あるごとに関

連知識を深めてまいりました。中でも大学での異文化理解の単位取得に費やした期間は、

家族の理解と協力があってのことで、感謝の日々だったことを思い出します。

先日、「留学生」、「日本語」の文字に引かれて手に取ったのが、ＲＫＫの講習会の

チラシでした。それは正に新たな出会いの始まりとなりました。

講習会講師の薄井廣美先生の正当なご講義は、真の日本語を外国人が学んでいく過程

での気遣いにも及び。理解過程の混乱を避け、すっきりと学びが構築されるような配慮

の必要性を改めて認識するものでした。また講座の指導資料もとても参考になり、そのお人柄にも魅了

されました。受講で得た知識を思い起こすにつけ、常に学び続けることの大切さを再認識します。

留学生の方々が日本語を、心から聞き、真理を美しく話し。あらゆる書籍その他を読み、文法と理論-　　-　　　　-
に叶う文章を書くこと等様々なことを身につけて、将来を担う人材に育って。国と国との良好な関係と

一
世界平和が平常である中で活躍できるよう、希望と期待を持って日本語指導に力を注いでまいりたいと

存じます。

RＫＫホームページをお訪ねください

ホームページは随時更新しており、「会員のひろば」も開設いたしました。

「会員のひろば」を通じて留学生に対する支援。交流体験の他、コンサート。

映画、絵画などの文化交流情報にも利用できます。

掲載希望の会員はメッセージをＲＫＫ広報委員会スタッフにお知らせください。

６



「第９回とつかお結び広場」に参加して

１２月２日（日）、戸塚区総合庁舎３階を中心に開催された催しに参加しました。６回目の今年は、

ブース内展示に加えパフォーマンス部門にも初参加しました。ブース来訪者は３０人と例年並みでした

が、筝の演奏会場は立ち見客も出る盛況ぷりで、ＲＫＫの活動が芸術一文化面での交流にも及んでいる

ことをアピールができました。留学生会員の張恬さん始め、富志乃会

員の息子さんや可愛いお弟子さんの見事な演奏の後、聴衆の皆さんを

唸らせる富志乃会員の素晴らしい演奏で締め括りました。改めて音楽

の集客力を認識しました。

来年（１２月１日に決定）以降も継続して参加しようと思います。

また、この催しと同じような他地区イベントとも連携してＲＫＫ全体

の年間活動計画の中に入れ込むような検討をする時機に来たのかとも

思います。（西地区 前田 記）

過去にも現在もそして未来も ・ ・思いやりあふれる北地区交流会

１０月２７日（土）に１０人の会員の参加を得て北地区会員の交流会が行われました。

今回は２０周年記念イベントと記念誌に向けての話し合いが中心でした。プロジェクトチームからの提

案のタイミングとあっていましたので、現段階での説明ができ、その結果、皆さまからの協力を得るこ

とができました。

いつも通りの話し合いの他に、山口さんのギアナ高地に行った時の写真やビデオを通して、秘境の世

界のすばらしさを共感することができました。また、宮丸さんからは科学の

知識を生かした動くおもちゃの実演があり、山奇さんからは家庭農園で採れ

た新鮮な野菜のお土産ありと皆さまの心遣いが至れり尽くせりでした。

北地区では地区内で留学生をまかなえないという点でチューターをなさっ

ている方が減少気味ではありますが、行事などに参加されるなど、何らかの

活動を通して過去にも現在もＲＫＫに貢献されている方が多く、とてもあり

がたいことです。ちなみに。１０月２１日（土）に旭区は「ふれあい区民祭

り」を開催しました。昨年度は「みなくる」（旭区市民活動支援センター）

での大行事で私たちにとっても一大イベントでしたが、今年は区役所内にお

ける団体紹介のＰＲシートの展示のみとなりました。（北地区　松井　記）

ふじさわ国際交流フェスティバル

7改 止i ＆ｊ

１０月２８日、藤沢駅前広場で頭書のフェスティバルが開催されました。豪雨で中止となった昨年と

は打って変わって秋晴れ。藤沢市に登録している日本語教室団体（ＭＡＰ登録９団体）と一緒のブース

に我々も参加し、パネル展示、資料提示等実施しました。中国、韓

国、ベトナム、ブラジル、カナダ、ドイツ、アメリカなどのブース

が主として、食べ物中心となる中、日本の伝統的な生け花や、彫刻

刷り絵の実践など、文化交流の場としての活動がＰＲされていまし

た。日本語教室のブースへは外国人の立ち寄りはあまりなく、ボラ

ンティア活動に興味を示す日本人の問合せがままある程度でありま

した。（９団体に割り当てられた資料展示スペースは小さなテント

－７-



―つのみであったこと．ゆっくり話すスペースもなかったこともあってか）．藤沢市在住外国人は．現

在６.０００人程で、２０２０年オリンピック江の島でのヨット競技もこれあり、市として在住外国人の

数を増やしたいとの強い希望ありとのことでありますが．その割には広場全体スペースが狭く．ブース

間を歩＜人たちにゆったり感がなく、来年以降のフェスティバルの在り方について、いずれ．ＭＡＰ会

合もあると思われますので、改善のための意見具申をしたいと思っております．（湘南地区 坪井 記）

江 ノ 島 散 策 交流 会

湘南地区も会員と交流する機会が３ヶ月に一度の会合ですが、今回は江ノ島散策という屋外の会合を

１１月１１日に開きました。歩きながら普段ではできないような会話を自然と交わすことができまし

た。散策の良いところは、何気ない会話の中から日頃、一人で抱えている留学生の指導方法やトラブル

などのアドバイスをいただけることがあります。

これは先輩会員が過去の指導経験から得た同じような悩みで日々奮闘してきた証であると思います。

私自身、社会人会員のチューターを１年弱しており、実施している内容は毎回フリートーク形式で日頃

あったことを会話形式で指導してい＜方法を取っていました。ただ、その場合、指導している側や指導

されている側の習熟度の実感が湧かないのではないかということを相談しました。

社会人として仕事とボランティアの両立を目指しているので、会員と留学生や社会人留学生、お互いが

効率よく有意義な時間を過ごせるような指導ができれば

いいと思っていたので、非常に参考になるアドバイスを

いただきました。また、今回の江ノ島散策では会員の方

からも身近な江ノ島だけど意外と楽しめることができ、

来てよかったとの声もいただき。天候にも恵まれ暖かい

陽気に包まれながら充実した時間を過ごすことができま

した。（湘南地区　楢原 記）

し申うしょくかっどう　じ き　ｒｅｃｒｕｉｔｓｕｉｔ就 職 活動の時期とリクルートスーツがおかしい

（ＲＫＫ 就 活情 報支援委員会からの便り）

ねん　が
っそっぎょうし●うりょうよてぃ　がいこくＣ４り●うがく忿い

これは２０１９年３月卒業・修 了予定の外国人留 学生が、日本の就活に対しておかしいと思った

世いど　Ｌ●うかん　ｌ
ｏｌ　　　　りょうL9　　　　　　　　　　　　　ちまうきかん　　　　 おこな

制度と習慣のトップ２です（両 者とも３ ６． ５％）。就職活動が長期間にわたって 行われるために

学 業との両 立が厳しいことと、就活専用スーツや靴やカバンなどが必要になることが違和感を抱かせ

い　Ｌんそ
っいっかっさいよう重いと　　　　　　Ｌゆづてん　　　　　　　　11づこうています。３位は新卒一括採用制度（３４.3 ％）（出 典；ディスコ、2018､8発行）。

では、２０２０年３月卒･砥了笙の就活はどうなるのでしょうか。本草２０１９年３月１日に会櫨説

萌盲･Ｅ ４･μ-iM 、6 月１．笛罹・勧 固SI 綸Ｍ、ｌＯ月1唾 ｋ 。雖践窪･･就凶ﾚ 以｡･･ が泌１

されることが罠っｔ います。晟il 二「２０１９年卒７イナピIM 祓翠陥fW
ｗ 誦習
」
、
こよると、２０２

０年卒・修了生のエントリー受付は３月に７０％となる見込みです。ところが同4 に早々と３月に面接

を謝砧すると､Z）企業が３５.296 にも笈ぷと。狗j も兪られます（励 自芸）。

留学生の徊みを知りつつ、就活の実極緬 報を入手し１-語り合いをするためのお手伝いを委巍会が11

めています。（岩瀬 記）
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横 浜 国 立 大 学 日 本語 ス ピ ー チ 大 会　 見聞 記

日本語支援グループ　 古谷 清子

初冬の半日。横浜国立大学のスピーチ大会を楽しんできました。私達のスピーチ大会と大きく違うの

は横国大はあくまでコンテストであり、優劣をつけていることでした。

開始前に詳しい審査ポイントの説明があり、審査は審査員のみならず、視聴

者全員が参加できる投票という仕組みが設けてありました。また、スピーチの

テーマも「今、○○に伝えたいこと」で統一し、スピーカー１０人は日本語の

レベルで初級と中上級に分けられていました。初級レベルは３分間、中上級レ

ベルは４分間で、時間オーバーは強制終了と時間の管理ルールも厳格でした。

韓国と中国系留学生が半々でしたが、日本語の学習時間をお聞きすると数か月

と言う人もいて、この時ばかりは何事もすばやく吸収する若さを羨ましく思い

ました。運営はあくまで学生が主体で、先生方は脇役に徹しているといった印

象を受けました。大会後の懇親会も有意義な時間でした。

横 浜 国 立 大 学 “ 観 月の 会 ” に 参 加

文化･ファミリー交流グループ　徳屋
１１月７日に開 催された横浜国 大学長主催の観 月会に参加しま した。

主に外国人留学 生、研究者 を対象とし たもので、参加 者は外国 人をはじめ、

マスコミ、ボ ランティア 、横浜国立大学 関係者と 多岐にわたってい ました。

ＲＫＫよりは富 志乃さん、中国 人留学生２人が 初めて琴、三味 線の演奏を

しました。また 、中国人留学生 による琵琶、二 胡の演奏、日本 人学生によ

る和太鼓の演舞 などが披露され ました。ＲＫＫ からは深水、山奇 、前田、

萩 原、徳屋が参加 しました。

Ｍ００ｎ Ｖｉｅｗｉｎｇ Ｐａｒty held by ＹＮＵ

英 生

Ａ Ｕ ｃｎ ｄ ｅｄ ａ Ｍ ｏ ｏ ｎ Ｖ ｉｅ ｗing Party ｏｎ ７tｈ Ｎ ｏｖ. hcld by Ｙ ｏ ｋｏ ｈ ａ ｍ ａ Ｎ ａt ｉｏｎ ａｌ Ｕ ｎｉｖ ｅrsity. This party is ｍ ａｉｎｌy

aimed a 〕r 】ｎｌｅ ｍ ａtｉｏ ｎ ａｌ Ｒ ｅs ｅ ａr ｃｈ ｅrs and Sl ｕ ｄｅ ｎt ｓ. Ｍ ａｎy int ｅ ｍ ａtｉｏ ｎ ａｌ ｐ ｅｏ ｐｌｅ, ｍ ａ ｓ- ｃｏ ｍ ｕ ｎｉｃａt ｉｏｎ r ｅｌａted ｓt ｕ 汀 ，

ｖol ｕｎteer ａｎ ｄ ｕnj ｖｅrsity st ｕfr ａ Ｕ ｅｎ ｄｅ ｄ t 】le parly. Ｗ ｅ ｃ ｏｕ 】d enjoy ｖａrjo ｕs delicio ｕs fbods ａｎ ｄ ａｌs ｏ ｃ ｏｕld enjoy

ｍ ｕsic per １０ ｍ ａ ｎｃ ｅ. Ｋ ｏto and Shamisen ｗ ｅre played by Ｒ Ｋ Ｋ Ｍs Ｔ ｏ ｍ ｉs ｈ ｉｎｏ ａｎ ｄ Ｃ ｈｉｎｅs ｅ st ｕdenls. Ｃ ｈｉｎ ｅs ｅ

stｕdenls played Bi ｗ ａ ａ ｎ ｄ Ｎ ｉｋ ｏ ａｎ ｄ Ｊａｐ ａｎ ｅs ｅ sl ｕdents play ｅ ｄ　 Ｗ ａ ｄ ａｉｋ ｏ　 Ｍr.F ｕkami, Ｙ ａ ｍ ａｚaki ，

Ｍ ａｅ ｄａ,Hagi ｗ ａr ａ, Ｔ ｏｋ ｕy ａ ａtlended fr ｏ ｍ Ｒ Ｋ Ｋ ， ( Ｔ ｏｋ ｕy ａ)

横 浜 国 立 大学 留 学 生会 館 ウ イ ン タ ー パー テ ィ 参 加

毎年恒例の横浜国大 弘明寺留学生会館ウインターパーティが12 月７日に開催され。深水理事長

と出席しました。藤井教授より開会の挨拶があり、そして、留学生を代表してアンドレスさんの挨

拶がありました。彼は、私共の日本語スピーチ大会に出場したコロ

ンビアからの交換留学生で、日本語と英語で立派に挨拶し、大きな

拍手をもらいました。この会館の留学生には交換留学生も多く、西

欧、中東、南米、そしてアジア諸国等多様な出身国で、会場の談話

室に溢れるほどの多＜の留学生が参加し、彼らと親交を深めること

ができました。この会館には。留学生の相談相手として。日本人学

９



生も入居しており、日本での生活･社会への対応、支援等を行い、留学生と仲良くなれることが嬉し

いとのことでした。 （布津 記）

横浜地区中国留学生学 友会 参加記

標記の学友会によって、新入生歓迎会および日中交流会（１１月２４日、横浜市技能文化会館）が開

催され、招待されました。このたびは日中交流会も同時に開催され、中国大使館（教育部）の一等書記

官を含め、３人の書記官が参加しました。そのような機会でもあり、前回以上多くの留学生（おおよそ

１００人）が参加し、非常に盛会でした。もちろん、ＲＫＫと顔な

じみの留学生もおりました。また、ＲＫＫの文化祭で演奏してくれ

た胡さん（琵琶）、劉さん（二胡）の演奏もあり、賑やかでした。

中国大使館一等書記官からは、日本の法律、習慣に従い、日本の

人々と友好を進め、学業に頑張るようにとの挨拶（通訳）がありま

した。ＲＫＫからは布津氏。深水が参加しました。ＲＫＫは留学生

によ＜知られているようで、乾杯の音頭を仰せつかりました。

（深水 記）

ljT7 ‘･夕

神 奈 川 大学 （湘 南 校 区 ） 中国 留 学 生 学 友 会 交流 会 に 参 加 し て

神奈川大学（神大）中国留学生学友会の交流会（１２月２２日、かながわ労働プラザ／横浜･石川町）

に招待を受け．参加しました．神大湘南キャンパスの留学生をはじめ、神大横浜キャンパス．さらには

横浜国大や横浜市大の留学生も参加していました。神大学友会の紹介。

立食パーティおよび留学生諸君の歌、特に中国、最近の新年の歌等で

盛り上がりました。ボランティア団体の参加はＲＫＫのみで、布津、

岩瀬両氏と深水が参加しました。乾杯の音頭を取らせてもらいました。

数人の留学生と話したのですが、中には卒業後、日本で起業する予定

とのこと、ＲＫＫで支援した元中国留学生にも事業家の数人がおりま

すが、中国の学生は起業に前向きのようです。（深水 記）
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◆

よ こ は ま 夢 フ ァ ン ド の ご 案 内

横浜市には、ボランティア団体の支援を目的としだ よこはま夢ファンド”

の制度があることをご存知でしょうか。

このファンドを通じてＲＫＫの留学生支援活動を支援してい ただくことが

できます。ご協力をお願い申し上げます。

税 上 優遇措 詳 匹 索 ヽ

ぶ こ

よ こは ま

恵? アン!f.
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お もな 活 動 ぐ２０１８Ｚ１１か ら ２０１９ノ1 ま で）

‾ ｜

陣 硝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

◇12/23 サ ポートセンターR711 にてヽ 第３回理事会 が開 かれヽ活動 グループヽ委員会の 担当理事か　　 ｌ

らの報告と協 議がされ、またRKK 創立20 周年記念 プロジェクトか らの経過報告と 審議も実施され　　 ｌ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ

匹　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

◇12/23 午後ヽ サポートセンタ ーR711 にて24 人の スタッフの参加の もとヽ2018 年度第 ３回ス タッフミ　ｌ

－ティン グが行われ、活動 グループ、地 区交流会、委員会 それぞれからのC&C （報告 一連絡 そして相　ｌ

談）を実施 した。また創立20 周 年記念プロジ ェクトからの経過報 告および質疑応 答。ディスカッ シ　 ｌ

ヨンタ イムには、11 月23 日に 開催した 「RKK フ ェスティバル2018 」を振 り返って意見 交換をした。　
ｌ

匹 ニヲ1　　　　　　　　　　　　　　　　　1

◇日本語支 援Ｇ：日本語の教え 方講習会は、37 人の受講 で、無事終了。11/23 のRKK フェステ ィバルで　ｌ

のスピー チ大会には、５力国 、１ λ の留学生が発 表。RKK フェステ ィバルには、 総勢83 人 が参加。　
ｌ

◇文化 ’ファ ミリー交流G:11/23 のRKK フ ェス ティバルでの 文化祭を主催し 。お国自慢等好評 を得る。ｌ

◇中国語学 習Ｇ：１月から３月のコー スは11 人が参加受講 中。４月からの新任 講師を予定。　　　　　 ｌ

◇社会・工場 見学 Ｇ：留学生向け アンケート を実施。３月に朝日新聞 本社、東京 都庁見学を企画中 。　　 ｌ

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜

◇東地区 ＝11/11 に 川崎市民活動 センターにて ６人での交流会お よび懇親会を実 施。　　　　　　　　 ｌ

◇西地区:10/28 に12 人の参加 で交流会を実施。12 月 ２日､ 戸塚お結び広 場で琴の演奏 、PR 活動推進。ｌ

◇南地区:12/21 に 横国大弘明寺 学生会館のウィ ンターパーティに 参加。　　　　　　　　　　　　　 ｌ

◇北地区:10/27 に10 人 が参加しヽ海外 旅行体験ビデオ 上映など多彩な 交流会を実施･　　　　　　　 ｌ

◇中央地区:10/21 、 カナファンにて ６人で交流会を 実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ

◇湘南地区:11/11 、 江ノ島散策には10 人が参 加。12/14 に忘年 会を兼ねた交流 会を実施。　　　　　 ｌ

匯 祠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

◇会 員委員 会:12/23 マ ッチ ング検 討会 を実施 。新入 会員の 受入 れ、会 員数 推移デ ータの 更新 。　　 ｌ

◇広報 委員 会：ア ンケ ートの 実施 。ニュ ース74 号 の編 集。ホ ーム ページ は適 時更新 。　　　　　　 ｌ

◇就活情報支援委員会:12/7 に委員会を実施。就活支援情報メールの定期発信と就活サロン運営。ｌ

◇企画 委員 会：夢 ファ ンド協 力推進 。 助成 認可調 査。

◇会計 委員 会：月 次精算 一決 算作業 。講 習会受 講料 振込み 管理。

◇事務室：理事会・スタッフミーティング開催準備。RKK フェスティバル準備。会員委員会サポート活動。

爾 丿和
ＲＫＫの活 動に興味をお持 ちの方はホー ムページをご覧く ださい。

入会申込書はホー ムページ「入 会案内」からダ ウンロードでき ます。

ホ ームページは 匹 で検索 いただけます
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RKK 創立20 周年記念

うりう　　 しゅうねん　むか　　　　　　　 きねん　　　 かき　　　　　
ｅｖＩｎｔ

Ｒ ＫＫ は本 年４月 にi 立 ２０ 周 年 を迎 えま す。そ れを 記念 して、 下記 によ り記念 イベン トを

開催 いた します 。会 員、 留学生 等多 くの皆 様と 共に創 立２ ０周年 を祝 い、将 来に 繋ぎた いと 思い

いま す。

かいさいがいよう
【開 催 概 要 】

きねん亡ぎょうｓｌ ｏｇｅｎ　　　 みらい　むか　　　 あら　　 いっほ
記 念事 業ス ローガ ン　 “ 未 来に 向つて 、新 たな一 歩　 ”

記 念事 業　 ・「Ｒ ＫＫ 創立２ ０ 周 年 記 念祝 賀 交 流 会 」 の開催

・「Ｒ ＫＫ 創立２ ０ 周 年 記 念誌 」の発 行

日 時　　 ・２０ １９年 ６月 ２９ 日（土 ） １３ 時より　 （創 立２ ０周年 記念 祝賀交 流会 ）

会 場　　 ・ＴＫ Ｐガー デン シテ ィ横浜 （横浜 駅きた 東 口 ） （詳細は。追ってご案内）

ＲＫ Ｋの ２０年 間の 活動 を記念 する と共に 、こ れから の 留 学 生 のニ ーズ に即 した 新 し い支 援

活 動を めざ し、あ わせ て、ボ ラン ティア 活助 の 喜 び が一層 、増 すこと を期 待し ます。

皆 様 には 。記 念祝賀 交流会 へ のご参 加、記 念誌 への ご寄稿 をよ ろし くお願 い申 し上げ ます。

留 学 生 の 皆 さ ん へ ／FOr lntematiOnal SlUdent Ｓ

Ｌ ｅt’s ｊｏｉｎ ｏｎｅ-tｏ-０・ ｅ Ｊａｐａｌ ｃsｅ ｌａｌ ｇｕ ａｇｅ teaching p ｒog ｒａｍ ｂy ｖol ｕｎt ｅｅｒs.

’ 日 常 会 話 （Daily Ｃｏｎｖｅrsａtｉｏｎ ）

・ ビ ジ ネ ス 会 話 （ Ｂ ｕsｉｎｅss Ｃ ｏｎｖｅrsａｌｉｏｎ ）

・ 卒 論 、 レ ポ ー ト の 文 書 指 導 （ Ｗritｉｎｇ ｊａｐａｎｃsｃ Ｔ ｈｃsｅs ＆ Ｒ ｃｐｏrts ）

・ 新 聞 ／ 書 籍 等 の 読 解 （ Ｒｅａｄｉｎｇ Ｎ ｅ ｗspaper ＆ Ｂｏｏｋs ）

・ 日 本 語 能 力 試 験 （Ｊａｐａｎｅsｅ Ｌ ａｎｇｕage Pr ｏｆｉｃｉｅｎｃy Ｔ ｅst）

・ 就 職 活 動 （Job H ｕnling ・ Enlry s ｈｅｃts/lnler ｖie ｗs ）

Enりｏy ｖisiting plantsy labor ａt011es ａｎｄ ｐａrticipating in ｖalio ｕs ｃｕltｕrａｌ ｅｘｃｈａｎｇｅs.

C ｏｎtａｃｌ: 津 田( Ｔs ｕda) ｅ-ｍ ａｉ】;sak ｕrａ＿lsｕdakei ＠ybb. ｎｅｊｐ

Ｈｏ ｍ ｅ Ｐａｇｅ : htt ｐ:yyｒkk. ｗ ｏｒld.ｃｏｏｃａｎ.ip/

Scan lhi ｓ ｃｏｄｅ ｆｏr getling 叩plicalion l ｏ`r ｍ

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 留 学 生 と 語 り 合 う 会

連 絡 先: 〒245-0008 横 浜 市 泉 区 弥 生 台9-1-12-407　 萩 原 敦

ｅ－ メ ー ル:rkk10250mce 佃 ｖａｈｏｏ.ｃｏ.ｉｐ　 Ｔ ｅ１ ＆ Ｆ ａｘ: 045-813-8327

m

Frjeldship Associali 叩fo ｒ llle ｒlalional Sl ｕｄｅｎts ａｎｄ 』叩 ａｎｅse Vol ｕｎｌｅｅｒs

ＲＫＫニュース編集：ＲＫＫ広報委員会（新年号担当） 深水智明　Ｊａｎ.29.2019

転載を訥断&1しま嫁。

－12－
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